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震度
震度4 (3.5－4.4)

震度6弱 (5.5－5.9)
震度5強 (5.0－5.4)
震度5弱 (4.5－4.9)

震度7 (6.5以上)
震度6強 (6.0－6.4)
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１  札幌でも大地震が起こる・・・

◉ 札幌で想定される震度７の大地震
　札幌に関連する地震について調査をしてきた結果、
以下の３つのことが分かりました。

　このことから、札幌市でも大地震が起こる可能
性があることが判りました。札幌市に最大級の被
害をもたらす地震を起こす可能性のある断層を推
定し、その断層を震源とする地震が起きた場合の
被害を予測したのが「第３次地震被害想定」です。

　□札幌市直下の地盤に
　　波打つ形状が見つかった。

　□過去の大地震の痕跡である
　　「液状化跡」が見つかった。

　□現在も、札幌市直下で身体に感じない地震が
　　起きている。 ●地震動予測の結果

地震の種類
内 陸 型

伏在活断層
震源断層の
名称 西札幌断層 月寒断層 野幌丘陵断層帯

マグニチュード 6.7 7.3 7.5
最大震度 7 7 7
震度６強以上
の発生面積 122 k㎡ 169 k㎡ 44 k㎡

※地震被害想定の詳細は、札幌市地域防災計画（地震災害対策編）
　の総則第 4、５節（p16 ～ p47）をご覧ください。

　札幌市の地震被害想定（第3次地震被害想定）では、札幌でも最大震度７の
地震が起こることが予想されています。地震による被害を最小限に抑えるため
にも、札幌でどのような被害が起こり得るのかを知っておくことが大切です。

　一般に「活断層」とは、過去に地震を起こし、
今後も地震を起こす可能性がある断層を指します
が、今回予測を行った断層は、地表面で断層その
ものを確認できていないため「伏

ふくざいかつだんそう

在活断層」と呼
んでいます。３つの伏在活断層のうち「月寒断層」
が最も大きな被害をもたらすものと想定され、最大
で震度７の地震が起こることが予測されています。

※月寒断層及び西札幌断層は、それぞれ「月寒背斜に関連する断層」及び「西札幌背斜に
　関連する断層」の略称です。

●札幌市直下にある伏在活断層 ●「第３次地震被害想定」による震度予測図　（月寒断層）

　 市 域 は 概 ね 震 度 5 弱
以 上 に な り、 市 街 地 の
大 部 分 は 震 度 ６ 弱・ ６
強 の 激 し い 揺 れ と な り
ます。震源に近い東区、
厚 別 区 な ど の 市 域 の 東
側 で は、 一 部 で 震 度 ７
の 激 し い 揺 れ と な り ま
す。
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